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��� 年のあゆみ

1915 11月　大正天皇御大典記念事業として校舎増築の件村会決議

2月　校舎増築起工

4月　當麻村教育会発足　當麻村教育基金制度の制定
村有志が毎年一定金額を據金、積立てると共に資金の一部と利子で学校
教育の充実を援助する。
大正12年度より當麻村が當麻村教育会に毎年60円を補助金として交付
する制度が制定される。
昭和9年度村よりの補助金50円に減額、昭和10年度補助金削除（この年
度以降村からの補助金交付制度廃止の様子）

1916

3月　増築校舎落成
仝上落成式挙行、学芸品展覧会開催
増築校舎　南校舎一棟（桁行21.5間　梁行 5.0間）
　　　　　北校舎の西に一教室（桁行 5.0間　梁行 5.0間）
　　　　　便所一棟
　　　　　伝廊下

1917

3月　訓導兼校長木村建司先生御退職。郷民挙って頌徳碑建立（現校門
右手にある碑なり）

1925

10月　村会議に於て今上陛下御大典記念事業としての校舎増改築の議
成立。

1928

2月　大阪市御堂筋周防町御津小学校校舎木造二階建152坪余を買い
受け本校舎として増改築のこと村会議にて議決。

3月　現近鉄南大阪線開通
これまでは現国鉄下田駅が最寄駅として利用、修学旅行等は全員徒歩で
下田駅へ。ここから列車利用。

11月　本校初代訓導兼校長奥栄太郎先生頌徳碑建立除幕式と謝恩会
開催。この頌徳碑は奥先生の自宅の西（現大字加守のゲートボール場の
北側に現存）
大阪市役所と本村との間に前記小学校校舎払下げ買い受け契約成立。
明治26年5月建築の校舎廃除と上記校舎移築建築の件、奈良県知事の
認可するところとなる。（認可指令受領）

12月　明治26年5月建築の旧校舎を取毀つ。

1929

4月　新校舎棟上げ完成（鉄骨2階建）

5月　本校創立以来27有余年勤務の訓導秋月種次郎先生の追弔法要を
営み遺族に記念品を贈り先生の墓所を改修し報恩頌徳の志をささげる。

6月　新校舎に於て授業を始める。

9月　南校舎（大正6年増築校舎）を南側に移転の工事完了。4日より授業
開始。北校舎東の一教室を村役場事務室とし隣接西教室の2/3を村会議
場とする。

1930

青年団々旗と共に

新校舎落成祝賀式典

堂々たる校舎

校舎の玄関

大正10年卒業証書

大正6年

chronology
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2001
学校の安全対策の強化
　２００１年、大阪教育大附属池田小学校で刃物を持った男が学
校に侵入し、小学１年生と２年生の児童らを次々と襲いました。
その結果、児童８人が死亡し、教員２人を含む１５人が負傷すると
いう、大変悲惨な事件となりました。この事件を受け、学校はよ
り一層、安全対策を強化しました。本校でも、電子錠の設置や来
校者名札の着用など、子どもたちの安全を守るための取り組み
が行われています。

2004
水準点のお披露目
　校庭に新しい水準点がお披露目されました。この
水準点は、土地の高さを示す重要な印であり、子ど
もたちに測量の大切さを伝える貴重な教材となり
ました。また、この年は当麻町と新庄町が合併し、
「葛城市」が誕生した記念すべき年です。これに伴
い、本校の校名も「葛城市立當麻小学校」へと変わ
りました。

2000
ミレニアム田植え
　地域の方々の温かいご指導のもと、子どもたちが
裸足で田んぼに入り、初めての田植えを体験しまし
た。一つひとつの苗を丁寧に植える真剣な眼差し、そ
して泥んこになりながらも楽しそうに笑う子どもたち
の姿が印象的です。この体験を通して、お米の大切さ
や、地域の方々とのつながりの尊さを学びました。こ
の学びは、今も変わらず受け継がれています。
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